










小松空港では現在、ソウル・上海・台北を結ぶ国際定期
便が就航しています。昨年12月には台北便が週5便から
増便し、１日１往復するデイリー化となるなど国際化に向
けた歩みを進めています。国際線利用者がより快適・ス
ムーズに利用できるよう、空港では施設・設備面で充実
した“お・も・て・な・し”態勢を整えました。

　

国
際
線
の
搭
乗
を
待
つ
時
間
も
快
適

に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
小
松
空
港

で
は
、
出
国
待
合
室
も
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
待
合
室
は
８
月
に

従
来
の
１
・
４
倍
と
な
る
４
８
２
平
方

メ
ー
ト
ル
に
拡
大
。
座
席
数
は
91
席
増

国際線利用者向けに拡充した第2駐車場

　

国
際
線
利
用
者
が
無
料
で
利
用
で
き

る
国
際
線
第
２
駐
車
場
が
、
今
年
８
月

に
完
成
し
ま
し
た
。
３
３
６
台
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
、
県
立
航
空
プ
ラ
ザ
に

隣
接
す
る
第
１
駐
車
場
と
合
わ
せ
、
従

来
の
約
２
倍
と
な
る
６
５
8
台
を
収
容

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
際
線
の
利
用
状
況
が
好

調
で
第
１
駐
車
場
が
年
間
１
０
０
日
以

上
満
車
に
な
る
こ
と
に
対
応
し
た
も
の

で
す
。
県
で
は
駐
車
台
数
の
大
幅
増
を

受
け
、
利
用
対
象
者
を
拡
大
。
こ
れ
ま

で
は
国
際
線
の
直
行
便
と
成
田
・
羽
田

便
で
乗
り
継
い
で
海
外
に
向
か
う
方
が

無
料
で
駐
車
で
き
ま
し
た
が
、
第
２
駐

車
場
完
成
後
は
新
千
歳
や
仙
台
、
福

岡
、
那
覇
で
国
際
線
に
乗
り
継
ぐ
利
用

者
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
線
第
２
駐
車
場
完
成

６
５
8
台
収
容
可
能
に

待
合
室
を
拡
大
し
、

免
税
店
も
充
実
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石
川
の
地
酒

混雑解消 と安全性向上 へ

空港内の設備を整備
以前から利用者の要望が多かった空
港内の道路整備などが国の事業とし
て取り組まれています。

これらの整備により、小松空港のさらなる利
便性の向上を図っていきます。

❶Ｐ２駐車場の入口を
ターミナルビル側に増設

❷ターミナルビル前の
混雑解消を図るため
アイランド（ビル前乗降場所）の延長

❸見通しを良くし事故を防止するため、
ターミナルビル手前の道路を２車線化

え
て
２
４
０
席
と
な
り
、ゆ
っ
た
り
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
税
店
も
７
月
、
売
り
場
面
積
を
以

前
の
１
・
３
倍
に
広
げ
、
漆
塗
り
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
黒
色
を
基
調
に
梅
鉢
紋

を
あ
し
ら
っ
た
落
ち
着
い
た
デ
ザ
イ
ン

の
店
舗
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
商
品
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
も
充
実
し
、
外
国
人
に
人
気
の

国
産
化
粧
品
や
腕
時
計
な
ど
に
加
え
、

地
酒
や
伝
統
工
芸
、
和
菓
子
と
い
っ
た

地
元
の
特
産
品
も
数
多
く
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
到
着
時
の
手
荷
物

受
取
所
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
ー
を
延
長
し
、
２
ラ
イ

ン
で
使
え
る
よ
う
に
変

更
。
短
い
時
間
内
に
２

便
の
国
際
線
が
到
着
し

て
も
混
雑
し
な
い
よ
う
、

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
ま
し
た
。

新たな搭乗橋を設置し、国際化に向けて前進

商品ラインアップが充実した免税店

より快適に使いやすくなった待合室

石川の地酒
酒どころ石川を代表する酒蔵の自信作をずらり。
芳醇な味わいをご堪能ください。

お菓子
お土産の定番と言えばお菓子。友人や家族向けに
手軽に味わえる石川の味覚はいかが。　

金箔入り化粧品
外国人に人気なのが国産化粧品。小松空港なら
ば、石川らしい金箔入り商品も豊富です。

地
酒酒

て
い受受受

金
箔
入
り
化
粧
品 お

菓
子
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小
松
空
港
で
は
、
ビ
ル
と
国
際

便
を
つ
な
ぐ
搭
乗
橋
（
ボ
ー
デ
ィ
ン

グ
ブ
リ
ッ
ジ
）
を
増
設
し
、
既
存
路

線
の
増
便
や
国
際
線
の
新
規
路
線

の
運
航
に
も
対
応
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
国
際
線
用
の
搭
乗

橋
が
２
基
と
な
り
、
同
時
間
帯
に
国

際
線
2
便
が
利
用
す
る
場
合
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
十
分

な
時
間
を
置
い
て
国
際
線
を
離
発
着

し
て
い
た
従
来
に
比
べ
て
、
運
航
時

刻
を
よ
り
柔
軟
に
設
定
で
き
ま
す
。

航
空
会
社
が
希
望
す
る
時
間
に
受
け

入
れ
や
す
く
な
り
、
県
で
は
一
層
の

国
際
路
線
の
充
実
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

海外の旅を
サポート

VoiceVoice

利用者の声

国際線の運航時間に合わせ、韓国語と台湾語の案
内係が待機しています。その中で、台北出身の畠中
さん（写真）は、通訳として台湾の方をサポートして
いますが、もちろん台湾の観光情報の知識も豊富
です。また、韓国語の案内係の方からもいろいろな
話を聞くことができます。海外旅行に出発する前に
耳よりな情報が得られるかもしれませんよ。

観光クチコミ情報をゲット！

外国語案内係

利

同時間帯の離着陸に対応できる態勢が整いました

● 問い合わせ

県空港企画課　　　　　TEL 076（225）1338
北陸エアターミナルビル㈱　TEL 0761（23）6111 小松空港

同
時
間
帯
に
２
便
の

国
際
線
が
発
着
可
能
に

月に2～3回、仕事の関係で台北便や
ソウル便を利用しています。駐車場が
無料で利用できるのは大変助かって
います。しかも、第2駐車場が完成し、
駐車スペースにも余裕が生まれ、さら
に便利になりましたね。欲を言えば、
免税店のブランド品がもっと充実する
とうれしいですね。

台湾南部の都市・高雄市出身で、8年前
に石川県へと嫁いできました。以前は里
帰りする際は関西空港を利用していまし
たが、台北便が就航し、小松空港から行
き来でき、とても便利になりました。免
税店も新しくなり、今後さらに、韓国や
台湾の人たちの好みに合わせた商品が
充実することを期待しています。

宮
森 

庸
平
さ
ん

み
や
も
り

よ
う
へ
い

（
会
社
員
、金
沢
市
在
住
）

（
主
婦
、金
沢
市
在
住
）

李 

怡
慧
さ
ん

リ
ー

イ
ー
フ
ェ
イ

※2013年11月分 ※時間は現地時間で表記してあります
　（時差：ソウル±0時間／上海・台北－ 1時間）
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み
ん
な
で
応
援
し
よ
う

石
川
の
キ
ラ
リ
農
産
物

　

味
覚
の
秋
、
石
川
の
農
産
物
が
お
い
し
い
で
す
ね
。
地
元
の
取
れ
た
て
を
い
た
だ

く
”地
産
地
消
“も
県
民
の
間
で
お
な
じ
み
と
な
り
、農
業
を
元
気
に
し
た
い
と
願
う
私
と

し
て
は
心
強
い
限
り
で
す
。同
時
に
、出
荷
量
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
地
域
で
し
か
味
わ
え

な
い
農
産
物
を
、も
っ
と
皆
さ
ん
の
食
卓
に
お
届
け
し
た
い
と
頭
を
ひ
ね
る
毎
日
で
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
奧
能
登
の
山
菜
や
キ
ノ
コ

な
ど
を
集
め
、人
口
の
多
い
金
沢
へ
運
ぶ
”奧
能
登
直
行
便
“の
運
行
で
す
。市
場
関
係
者

や
消
費
者
か
ら
、「
こ
ん
な
お
い
し
い
も
の
を
待
っ
て
い
た
」「
も
っ
と
生
産
量
を
増
や
し

て
」と
い
う
要
望
が
相
次
ぎ
、
５
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
、
お
か
げ
さ
ま
で
出
荷
量
は
ス

タ
ー
ト
時
の
約
３
倍
、出
荷
農
家
数
も
３
０
０
名
近
く
ま
で
増
え
ま
し
た
。

　

加
賀
市
の
三
谷
地
区
に
自
生
す
る
山
野
草
が
、東
京
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー

に
使
わ
れ
、
食
通
た
ち
を
う
な
ら
せ
て
い
ま
す
。お
と
と
し
11
月
、
県
内
で
開
い
た
世
界

の
料
理
人
が
集
う
食
の
イ
ベ
ン
ト
に
、日
本
か
ら
た
だ
一
人
参
加
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ

ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
が
、
三
谷
産
の
山
野
草
に
惚ほ

れ
こ
ん
だ
の
が
ご
縁
。地
元
で
は
珍
し
く
な

い
山
野
草
が
、
プ
ロ
の
厳
し
い
目
と
舌
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
、
一
気
に
東
京
デ
ビ
ュ
ー

に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
の
場
を
通
し
て
、地
域
に
眠
る
農
産
物
が
宝
石

の
よ
う
に
輝
き
出
す
こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
年
か
ら
名
称
を
「
い
し
か
わ
百
万

石
マ
ル
シ
ェ
」に
一
新
し
、
東
京
都
内
で
開
い
た
石
川
の
食
材
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。出
展
し
た
生
産
者
に
伺
う
と
、「
消
費
者
の
声
や
ニ
ー

ズ
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
が
発
見
や
刺
激
、ア
イ
デ
ア
の
源
に
な
り
ま
す
」と
の
こ
と
。

　

こ
の
季
節
、
県
内
の
道
の
駅
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
に
は
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
味
覚

が
た
く
さ
ん
並
び
ま
す
。秋
の
行
楽
が
て
ら
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
キ
ラ
リ
と
光
る

農
産
物
を
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
発
掘
し
、応
援
し
ま
し
ょ
う
。

smile 石川のボランティア
　

毎
月
第
４
火
曜
の
朝
、
志
賀
町
に
あ
る
道

の
駅
「
こ
ろ
柿
の
里 

し
か
」
は
、
地
元
の

方
や
町
外
か
ら
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
目
当
て
は
、
志
賀
町
婦
人
加
工

連
絡
会
が
開
く
テ
ン
ト
市
で
す
。
朝
ど
れ
の

野
菜
や
魚
、
海
藻
と
い
っ
た
生
鮮
食
品
を
は

じ
め
、
漬
け
物
や
み
そ
、
総
菜
な
ど
が
手
ご

ろ
な
価
格
で
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　
「
こ
ろ
柿
を
入
れ
た
パ
イ
や
赤
土
す
い
か

を
５
時
間
煮
詰
め
た
ス
イ
カ
糖
な
ど
、
町
の

特
産
品
を
使
っ
て
メ
ン
バ
ー
で
開
発
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
い
ろ
い
ろ
。
よ
も
ぎ
摘
み

か
ら
始
め
る
草
も
ち
な
ど
、
す
ぐ
に
売
り
切

れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
、に
っ

こ
り
笑
う
の
は
代
表
の
中
村
登
志
江
さ
ん
。

同
連
絡
会
で
は
大
人
気
の
テ
ン
ト
市
を
町
内

イ
ベ
ン
ト
で
も
開
き
、
市
で
得
た
売
上
金
は

年
末
に
町
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
に
配
布
す

る
手
打
ち
そ
ば
の
材
料
費
に
充
て
た
り
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
た
り
す
る
な
ど
の

活
動
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
62
年
の
発
足
か
ら
26
年
間
に
わ
た
っ

て
活
動
を
続
け
て
き
た
原
動
力
は
、
会
員
同

士
の
交
流
や
お
客
様
か
ら
の
「
お
い
し
か
っ

た
よ
」
の
声
と
の
こ
と
。
現
在
、
米
粉
を
利

用
し
た
お
や
き
や
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
な
ど
の

新
商
品
も
開
発
中
で
、
テ
ン
ト
市
の
魅
力
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

活
動
が
会
員
の
励
み
に

地元の特産ずらり
売り切れ御免の
テント市を開催

会員は現在27人。研修旅行を企画するなど、
商品開発にも熱心に取り組んでいます

志賀町
婦人加工
連絡会
（志賀町）

●問い合わせ

志賀町婦人加工連絡会
代表  中村 登志江
TEL 0767(37) 1259

多くの人が訪れるテント市。常連客もたくさんいます
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SATOYAMA
S A T O U M I

　

白
山
ろ
く
の
上
木
滑
、
下
木

滑
、
木
滑
新
の
３
集
落
か
ら
な

る
木
滑
地
区
。
大
正
〜
昭
和
初

期
に
で
き
、
法の

り

面
に
石
を
積
む

「
石
積
み
の
棚
田
」
が
今
も
残

り
、
緑
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な

山
村
の
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
高
齢
化
や
過
疎
化

が
進
み
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え

て
い
る
の
も
実
情
で
、
同
地
区

で
は
平
成
21
年
に
白
山
市
上
木

滑
が
県
の
先
駆
的
里
山
保
全
地

区
に
選
定
さ
れ
た
の
を
機
に
木

滑
里
山
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
し
ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地

に
牛
を
放
牧
し
、
雑
草
を
食
べ

て
も
ら
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
支
援
を
受
け
て
石
積
み
を

補
修
し
た
り
す
る
な
ど
の
活
動

を
展
開
。取
り
組
み
を
通
し
て
、

耕
作
放
棄
地
で
再
び
稲
作
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
目
に
見

え
る
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
ご
と
に
交
流
イ

ベ
ン
ト「
山
笑
い
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
田
植

え
や
農
作
物
の
収
穫
、
か
ん
じ

き
ウ
オ
ー
ク
な
ど
、
そ
の
季
節

だ
か
ら
こ
そ
の
里
山
の
体
験
と

遊
び
が
目
白
押
し
。
木
滑
に
伝

わ
る
踊
り「
あ
さ
ん
が
え
し
」も

披
露
し
、
会
場
は
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
む
地
元
住
民
と
市
内
外
か

ら
訪
れ
た
多
く
の
人
た
ち
の
笑

顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

「里山保全に取り組み、最もうれ
しかったのは、住民同士や地域外
の人たちとの“つながり”が増えた
ことです。それに伴って、木滑で暮
らすお年寄りの顔がみるみる元気
になっていきました。さらに、今年
4月からは県外出身の20代の夫婦
が集落内の空き家で新生活を始
めるなど、木滑の未来に明るい光

が差し込み始めました。これ
からは周辺地域と連携し、白
山ろく全体の里山を楽しむ企
画を考え、地域の活性化
を加速していきたいと
思っています」

▲ 秋の山笑いでは石積みの棚田で収穫体験を実施

木滑地区

小松 IC小松 IC

至金沢至金沢

至福井

北陸自動車道北陸自動車道

里山からの
メッセージ

ましたし 。これ
連携携し、白
を楽しむ企
活性化
いと

田
た じ ま

島 一
いちぞう

三さん

木滑里山
保全プロジェクト代表

里
山
里
海
だ
よ
り

木
滑
地
区
（
白
山
市
）

き

な

め

り
　

ち

 

く
　

木滑里山
保全プロジェクト
白山市木滑ト25

TEL 090（4684）6189（担当／小杉）
Eメール p_satoyama@h-staff.jp
ホームページ　http://kinameri.net/
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”文
学
“と
”学
生
“の
街
、

金
沢
の
風
土
を
学
ぶ

　

日
本
有
数
の
「
文
学
」
と
「
学
生
」
の
街
と
し
て
栄
え

て
き
た
金
沢
。
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年
完
成
の
モ
ダ
ン

な
赤
レ
ン
ガ
造
り
が
印
象
的
な
石
川
四
高
記
念
文
化
交
流

館
は
、
そ
ん
な
歴
史
と
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
複
合

文
化
ス
ペ
ー
ス
で
、
石
川
四
高
記
念
館（
無
料
）と
石
川

近
代
文
学
館（
有
料
）の
２
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
四
高
記
念
館
は
、
明
治

26
年
か
ら
約
60
年
間
、
旧
制
第

四
高
等
学
校
（
四
高
）
と
し
て

歩
ん
だ
歴
史
を
た
ど
り
、
四
高

生
を
は
ぐ
く
ん
だ
土
壌
や
時
代

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
石
川
近
代
文
学
館
で

は
、
泉い

ず
み

鏡き
ょ
う
か花

・
徳と

く

だ田
秋し

ゅ
う
せ
い聲

・

室む

ろ

お生
犀さ

い
せ
い星

の
三
文
豪
か
ら
現
代

文
学
ま
で
、
石
川
ゆ
か
り
の
文

学
者
の
著
書
や
原
稿
、
愛
蔵
品

な
ど
を
展
示
。
来
館
者
が
広
げ

た
手
の
ひ
ら
に
石
川
の
風
土
を

表
す
言
葉
を
投
影
し
た
り
、
犀
星
の
書
斎
を
復
元
し
た
り

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
通
し
て
文
学
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

11
月
24
日
ま
で
は
企
画
展
「
中な

か

の野
重し

げ
は
る治　

肉
筆
原
稿
に

見
る
〈
文
学
者
〉
と
し
て
生
き
た
生
涯
」
を
開
催
中
。
四

高
出
身
で
「
最
後
の
文
学
者
」
と
も
呼
ば
れ
る
中
野
重

治
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

金沢大学の前身となった四高には、全国から俊英が集ま
り、井

いのうえ

上靖
やすし

や西
に し だ

田幾
き た ろ う

多郎など、さまざまな分野の第一線
で活躍する人を数多く輩出しています。また、柔道や野球

などのスポーツも盛んで、高
た か げ た

下駄にマントを着け
たバンカラな姿で街中を闊

か っ ぽ

歩する四高生は、金
沢市民からも非常に愛された存
在でした。

“ふるさと ”お宝キーワード

「四 高」
金沢市広坂2-2-5  TEL 076（262）5464
◎開館時間／午前9:00～午後5:00

（入館は午後4:30まで）
※貸館は午後9:00まで

◎休  館  日／年末年始（12/29～1/3）
◎入  館  料／石川四高記念館は無料

石川近代文学館は一般350円（280
円）、大学生280円（220円）、高校生以
下無料（　）内は20人以上の団体料金

兼六園兼六園

金
沢
駅

金
沢
駅

北陸
自動
車道

北陸
自動
車道

山
側
環
状

山
側
環
状

359

157

159

石川四高記念
文化交流館
石川四高記念
文化交流館

交通アクセス

▲ 太鼓や優勝旗が飾られたコーナーでは、四高生の
スポーツにかける情熱を伺い知ることができます

▲ 鏡花・秋聲・犀星それぞれの関わりなどが分かる石
川近代文学館の 「石川近代文学と三文豪」

▲ 同館は国の重要文化財に指定され、ライトアッ
プスポットとしても人気を集めています

活躍す 人 数多く輩
などのスポーツ
たバンカラな

石川四高記念文化交流館副館長

新
しん た く

宅 剛
つよし

さん

四高生が青春時代
を送った寮生活を
再現した模型

石川四高記念文化交流館
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県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税


